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キャリアアップに資する教育訓練（説明用シート）

派遣業務内容 繊維検査業務

派遣業務の具
体的内容

繊維品種の評価・検査作業

⑵⑴に必要なス
キル、資質等

パソコン基礎スキル 検査作業能力、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ 専門知識向上、改善策立案 異常時対応、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ

⑴必要とされる
共通のキャリア
パス（求める人
材要件）

職場ルール、作業標準書に従っ
て正確に作業ができる。

作業の基本を理解し、後輩に教
えることができる。

職場の課題を発見し、改善提案
を行うことができる。

職場の責任者として部下をマネ
ジメントし、業務を円滑に進め
ることができる。

原価教育 原価教育

⑶教育訓練内容
（上段：様式3
号ー２具体的な
教育訓練、中
段：上段の内容
のわかる事項、
下段：訓練計画

時間）

入職時訓練 専門知識教育 専門知識教育 専門知識教育

専門知識教育

検査技術訓練 品証ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾘｰﾀﾞｰ教育 品証ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育

品証ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾘｰﾀﾞｰ教育

マネジメント教育

組織運営、業務管理について教
育

３時間

⑷期待される教
育訓練の効果／
到達すべき知識
／技量レベル／
キャリアアップ
につながる理由

入職教育をすることで、基
礎的内容を理解することが
できる。専門知識教育や検
査技術訓練し習得すること
で正確な作業ができるよう
になる。品証ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育
で品質保証基礎知識を習得
できる。

専門知識教育、検査技術訓
練をすることで作業への理
解を深め後輩への教育がで
きるようになる。品証ｺﾝﾌﾟﾗ
ｲｱﾝｽ教育でこれまでの事例
等を知ることで品質に対す
る意識が向上する。

専門知識教育、検査技術訓
練をすることで作業への理
解を深めることができ、課
題抽出や業務改善に向けた
取り組みができるようにな
る。品証ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育を継
続的に実施することで正し
い事を正しく実施する強い
意識付けができる。ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ、ﾘｰﾀﾞｰ教育を通じて必
要な知識を身につけること
ができる。原価基礎知識を
理解することで改善に向け
た取り組みができるように
なる

専門知識教育、検査技術訓
練をすることで作業への理
解を深めることができ、ｽﾑｰ
ｽﾞに異常時の対応かつ的確
な対応等職場のﾘｰﾀﾞｰとして
部下と円滑に進めることが
できるようになる。品証ｺﾝ
ﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育を継続的に実施
することで部下と共に品証ｺ
ﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽに向けた正しい取
り組みができる。原価構成
や改善事例を学ぶことで業
務改善、効率化に向けた取
り組みをﾘｰﾀﾞｰとして主体的
にできるようになる。

検査作業異常発生時対応関係部
署との連携、報告の教育

５時間

検査技術訓練 品証ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育 検査技術訓練

品質保証東レグループでの過去
の事例教育と処置対応

検査基本作業について作業標準
書等で教育

１時間

品質保証基本遵守事項について
教育

１時間

特品製品知識取り扱いの作業標
準書等で教育

１時間

品質保証東レｺﾑｽﾞでの過去の事
例教育

ロールプレイ、ケーススタディ

３時間

ビズネスマナー、基礎的事項の
教育

３時間

１時間 １時間

製品基礎知識、取り扱いについ
て作業標準書等で教育

検査応用作業の教育

お客様用途、異常発生時対応の
教育

品質保証過去の事例からの対
策、改善の教育

１時間

原価構成、改善について原価表
事例を用いて教育

２時間

製品知識、取り扱い全般につい
て改善、効率化の教育

２時間

ロールプレイ、ケーススタディ
グループワーク

３時間

原価基礎知識教育

２時間

１時間 １時間

１時間


